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こんにちは。AFS66 期生でポルトガルに留学中の大倉です。 

 

こちらポルトガルでも毎日コロナウイルスに関するニュースが流れています。ヨーロッパではウイルスの

影響でアジア人への差別があるそうです。ポルトガルではまだ感染者が出ていないからか私はまだ差別を

受けてはいません。イタリアに留学をしている友人は差別を受けたそうです。こういった差別は決して許

されるものではありません。言っている本人は差別と思わず、ふざけて言っているだけかもしれないけれ

ど言われた人がどう思うかちゃんと考えるべきです。言葉は時に何よりも強力な武器となるということを

考えなければいけないなと思います。 

さて、今回の留学だよりではフットボールと先日、行ったプレゼンテーションについて書きます。 

<フットボール> 

 ポルトガルと言えばフットボール！ということで、フットボールについて書きます。 

 ポルトガルの有名人といったらクリスティアーノ・ロナウド選手ですね。クラスの人に普段どんなテレ

ビ番組を見るか聞くと 8 割以上が「フットボール!」と答えるほどポルトガルの人々の生活において、フッ

トボールはとても大事なものみたいです。 

 ポルトガルには三強と呼ばれる３つのチームがありまして、1 部リーグではほぼ毎回この 3 チームが優

勝しているのです。ポルトに本拠地を置く FC ポルト、リスボンに本拠地を置く SL ベンフィカ、リスボン

に本拠地を置くスポルティングです。それぞれのチームカラーは青、赤、緑です。私が滞在している場所

はリスボンとポルトの真ん中あたりなので、ベンフィカのファンが多いです。また、この３つの中でも特

にライバル関係が強いのがポルトとベンフィカです。以前ポルトで行われた AFS のオリエンテーションに

行った時は周りの人がほとんどポルトのファンだった為、みんな「ポルト大好き！ベンフィカ大嫌い！」

と盛り上がっていました。ポルトでベンフィカ大好きと言ったら大変なことになりそうですね。 

そういえば、最近は SC ブラガも強いらしいです。 

 もっとフットボールの知識があれば友達との会話が弾むと思うと、調べておけばよかったなと少し後悔

しています。 

<プレゼンテーション> 

  先日、生物・地学の授業で東日本大震災について発表しました。大人数の前で話すのは苦手なのですが、

なんとか発表できました。ポルトガルでは地震があまりないため、テレビや映画では見たことがあっても

体験したことがないそうです。発表の後、皆が褒めてくれて、うれしかったです。また、当時小学校一年

生だったため地震の被害の深刻さをちゃんと理解していなかったし、今まで当時のことを調べたことがあ

りませんでした。今回調べたことで自然の恐ろしさや訓練等の大切さを再確認することができました。 

 

残り 5 ヶ月、悔いの残らぬよう頑張ります。 

 30. Jan. 2020 

11 期生 大倉 


